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海産物が減り

海女さんの数も減少

宗像は日本海側の海女の発祥の地

だけど、

少しずつ海女の生活が

成り立たなくなってきています
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いろんな人にお世話になりました

活動内容
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①海女文化の
継承
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海女漁の習得
採集技術習得
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海女漁の習得
海女にまつわる様々な知識



そのほか海女に関わること

高齢海女や関係者の
会話録音

地元のレシピ収集 海産物の新たな利用の模索
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PR活動
宗像の人材、食材、自然、文化
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あまちゃん食堂
鐘崎の食材をその場で食べてほしい



地域おこし協力隊“宗像のあまちゃん” 活動報告 13

（オンライン）
料理教室

魅力的な生産者さんを紹介したい
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水族館ショー
鐘崎海女に興味を持ってもらいたい
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海女の

キャラクター作成

海女のPRキャラがいない
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生物を利用した

作品制作
生物の魅力や海女について知ってもらいたい
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海女として

イベントに参加

関西と関東、オンラインで
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②地域に関する活動
宗像市には、

いろんなベクトルのエネルギーを持った面白い人がたくさんいました



地域おこし協力隊“宗像のあまちゃん” 活動報告 19

宗像観光
ボランティアの会
宗像の歴史を知って、伝える



地域おこし協力隊“宗像のあまちゃん” 活動報告 20

むなかた通訳
サポートの会
海外からのお客さんも受け入れたい
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宗像ジャズ
音楽で宗像を元気に
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③海洋環境について
宗像市には全国に誇れる豊かな海と山があります

しかし、少しずつ、確実に環境が変化しています
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有害生物の駆除
調査
漁業被害が出る前に
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小学校授業
地域文化や自然環境について
知ってもらう
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自然学習系
ワークショップの開催

子どもたちがむなかたの自然を楽しみながら知ることのできたらいいなと思い、ト

ライアルも含めていくつかワークショップを実施しました

今後宗像市教育委員会などへなにか授業などの提案ができたらうれしいです

海藻おしば教室（2018-）

稚魚捕獲観察会WS補助（2020）

ウミホタル観察会（2020）

きしわだ自然資料館 フィールドワーク向け図鑑下敷きデザイン制作（2021）

生物に興味を持ってもらいたい
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宗像国際環境100人会議

毎年宗像で開催されている環境会議へ参加し、

海女の立場から感じる海の環境について講演をさせていただきました

分科会 登壇（2018、2019）

取り組み発表「宗像版SDGｓ 海でつながる人とまち」（2020）

海女から見える海のことについて
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海洋プラ回収事業化
へのチャレンジ
ボランティアだけでは間に合わない現状



宗像鐘崎に住んでみて感じた

むなかたこんなところ
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むなかた

関西からきてびっくりしたのはスタバがなく

てマクドナルドが徒歩圏内にないこと。

そのかわり、個人営業などの個性豊かなお店

がいっぱい。開拓していくのが楽しい。

スタバはない
自然がすごく豊かなのがみんな普通。

近所でちらほら飛んでいる昆虫が絶滅危惧種

だった時の衝撃は忘れない。

海！山！生物！
欠点も多いけど、そのまま理解して受け入れ

てくれる人が多いので居心地がいい。

困っていても周りの人のおかげで何故か結局

どうにかなる。

人がおおらか・優しい

天気予報で北九と福岡のどちらを見るか悩む

のでちょっと困るけれど、どちらも行くのが

辛くならない距離でちょうどいい。

北九？福岡？
宗像ですごくこだわって食材を作っている人

や、物々交換だけで生活のほとんどを何とか

してしまう人、非公式なのにゆるキャラを

作って活動している人、どんどん新しいこと

にチャレンジしていく若手漁師など。

その辺を歩いているおばあちゃんもちょっと

喋るとすごい面白い。

面白い人がたくさん
市役所やコミセンの職員さんが本当に親切。

何かしたいと思ったらとりあえず市役所かコミ

センに駆け込めば大丈夫。

（そもそも私の住んでいた地域にはコミセンはなかった）

職員さんが親身
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鐘崎

漁師が多いのでだいたいみんな声が大きい。

つられて周りも大きくなる。別に怒っている

わけではなくて、それがいつもどおり。

海女で旅行に行くとみんな声が大きいので、

寝ていない限りみんなどこにいるかすぐにわ

かる。

声が大きい
60代でもみんなアクティブ。

30代でも、大学生くらいの感覚でなんでも

できる気がしてくる。

60代でも若い
鐘崎同士で結婚する人が多かった影響で、大

体その辺に歩いている人は誰かの親戚だし、

「権田さーん」と呼びかけても多すぎて誰の

ことか全くわからない。

そのためか、結束がとても固く、お祭りなど

みんな盛大にやる。

大体誰かの親戚

細かいことを気にしない人、流してくれる人

が多いので、精神的にとても楽。

こっちに来てから覚えた言葉で多分一番好き。

細かいことは
「まぁいいたい」

家にいると知り合いの漁師さんたちから魚を

もらうので来てからスーパーで魚を買ってい

ない。

こっちに来てから5キロ太った。ハッピー。

家にいたら
魚が飛んでくる

遠い。でもすぐ慣れた。

車があれば特に困ることはない。

ちょっとしたものは“精米所”に行けば何とかなる。

最寄りのコンビニは
３㎞先





いつも誰かが横にいる
いろんなことがあった、宗像にきて本当によかった



海女として

宗像市に

貢献していきたい

今こうして3年を終えられるのは

周りの方の理解や支えがあったから

その思いにちょっとずつ応えられるように

これからも頑張っていきます

自分にできることを
少しずつやっていきたい
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100年後も
海女がいる海に

鐘崎のみなさん、宗像のみなさん、

職員の方々、その他関わってくださったすべての方へ

3年間ありがとうございました

これからもどうぞよろしくお願いします

2021.3.25.   本田 藍
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